
福島県緊急調査対象地域における平成23年および
平成24年玄米中放射性セシウム濃度
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土壌中交換態カリウムと玄米中放射性Cs濃度の関係

福島県・農林水産省 （H23.12.25）暫定規制値を超過した放射性セシウムを含む米が生産された要因の解析（中間報告）

土壌の交換態K2O濃度（mg/100g 土壌）
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野菜へのCs移行係数の経年変化

福島県農業総合研究センター研究報告 35



食品中の放射性セシウムの推移（１）

500Bq/kg超過 8.1% 0.4% 0.5% 0.7% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
100～500Bq/kg 9.9% 2.6% 3.2% 0.7% 0.0% 0.0% 0.1% 0.3% 0.0% 0.0%
50～100Bq/kg 6.3% 3.8% 4.2% 1.2% 0.3% 0.5% 0.8% 1.0% 0.5% 0.0%
50Bq/kg以下 11.6% 17.4% 12.7% 8.9% 7.0% 9.7% 12.4% 2.7% 8.6% 6.4%
検出せず 64.1% 75.8% 79.3% 88.5% 92.6% 89.8% 86.7% 95.9% 90.9% 93.5%
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◇ 23年度は、事故直後に放射性物質が生育中の野菜及び樹体に降下・付着した影響から、100Bq/kg超過がみられた。
◇ 24年度以降は、100Bq/kg超過はごくわずかで、25年度の上半期は全て基準値以下である。

野
菜
・
果
実

500Bq/kg超過 22.3% 6.6% 3.1% 0.0% 4.0% 2.4% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0%
100～500Bq/kg 25.6% 11.1% 5.9% 0.0% 12.3% 0.6% 0.9% 0.0% 7.0% 0.9%
50～100Bq/kg 8.4% 8.1% 9.1% 6.1% 9.3% 1.2% 1.8% 1.2% 7.5% 2.2%
50Bq/kg以下 11.9% 27.3% 20.9% 39.4% 43.5% 48.8% 62.9% 36.1% 40.5% 28.7%
検出せず 31.9% 46.8% 61.0% 54.5% 31.0% 47.0% 34.3% 62.7% 41.5% 68.3%
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◇ 野生の山菜・きのこについては、季節により採取量の変動が大きく、四半期毎のデータから推移を読み取ることが難しい
が、25年度上半期においても、100Bq/kgを超過しているものが見受けられる。

◇ 栽培されているきのこについては、23年度第4四半期以降は全て100Bq/kg以下である。 36



食品中の放射性セシウムの推移（２）

500Bq/kg超過 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
100～500Bq/kg 2.6% 0.9% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
50～100Bq/kg 2.8% 1.6% 2.4% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%
50Bq/kg以下 13.2% 10.9% 16.8% 6.5% 2.9% 1.9% 2.2% 1.6% 1.5% 1.9%
検出せず 81.4% 86.6% 80.4% 92.9% 96.9% 98.0% 97.8% 98.4% 98.5% 98.0%
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◇ 原乳は、事故直後に100Bq/kgを超過するものがあったが、23年度第2四半期以降は全て「検出せず」である。

◇ 肉類は、23年度は100Bq/kgを超過するものがあったが、24年度下半期以降は全て基準値以下である。
◇ 鶏卵は、23年4月以降、全て「検出せず」である。

500Bq/kg超過 15.9% 6.3% 4.6% 5.6% 2.9% 1.6% 1.1% 0.6% 0.3% 0.0%
100～500Bq/kg 35.8% 31.3% 29.5% 20.4% 19.2% 11.1% 8.2% 7.0% 5.1% 2.1%
50～100Bq/kg 15.9% 22.2% 21.3% 18.4% 13.1% 10.8% 11.0% 7.5% 6.3% 4.9%
50Bq/kg以下 18.4% 23.0% 22.7% 24.9% 26.6% 30.0% 33.8% 31.6% 27.0% 19.8%
検出せず 14.0% 17.1% 22.0% 30.7% 38.2% 46.4% 45.9% 53.3% 61.3% 73.1%
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◇ 23年度の事故直後は半数が100Bq/kgを超過していたが、超過の割合は減少しており、25年度の直近では約98％が
100Bq/kg以下である。

◇ 試験操業開始以降、対象の27魚種（25年11月現在）については、全て100Bq/kg以下である。 37



食品中の放射性セシウムの推移（３）

500Bq/kg超過 3.8% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
100～500Bq/kg 12.4% 9.2% 0.4% 0.1% 0.4% 0.1% 0.4% 0.0%
50～100Bq/kg 9.8% 6.7% 1.1% 0.8% 1.3% 0.8% 0.8% 0.2%
50Bq/kg以下 27.3% 20.8% 7.0% 10.2% 14.5% 9.4% 4.8% 5.8%
検出せず 46.7% 62.1% 91.5% 88.9% 83.7% 89.6% 94.1% 94.0%
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◇ 23年度は、乾燥野草、乾燥きのこ及び梅干しなどにおいて、100Bq/kg超過がみられた。
◇ 24年度以降は、100Bq/kg超過はごくわずかである。

直近の状況をみると、野生の山菜・きのこや水産物など、⼀部に基準値を超過しているものが⾒られますが、
ほとんどの食品が 基準値以下となっています。
超過したものは出荷制限等の措置が講じられており、流通している福島県産⾷品については安全性が確認され

ています。
今後も、「ふくしま食の安全・安心対策プログラム」により、食の安全の確保と安心の実現に向けて取り組ん

でまいります。
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コープふくしまによる陰膳調査結果

39



安全と安心

「安全」 ～客観的
○安全性 ×安全感

「安心」 ～主観的
×安心性 ○安心感

消費者庁
風評被害に関する
消費者意識の実態調査 40


